
 

訓練科名 介護職員初任者研修科 
就職先の職務 

（仕事の内容） 
訪問介護員、施設介護員 

訓練期間 平成３０年９月６日（木） ～ 平成３０年１２月５日（水）  

訓練時間 ９：４０～１６：２０ （昼休み１２：３０～１３：３０）  
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科        目 科    目    の    内    容 訓練時間 

学 
 
 
 
 
 

科 

就職支援 履歴書・職務経歴書の作成方法、面接指導・ロールプレイング 18時間 

安全衛生 介護職における健康管理 2時間 

職務の理解 多様なサービスの理解、介護職の仕事内容や働く現場の理解 7時間 

介護における尊厳の保持・自立

支援 
人権と尊厳を支える介護、自立に向けた介護 11時間 

介護の基本 
介護職の役割、専門性と多職種との連携、介護職の職業倫理、 

介護における安全の確保とリスクマネジメント、介護職の安全 
7時間 

介護・福祉サービスの理解と医

療との連携 

介護保険制度、医療との連携とリハビリテーション、障害者自立支援制度およびその他制

度 
12時間 

介護におけるコミュニケーショ

ン技術 
介護におけるコミュニケーション、介護におけるチームのコミュニケーション 9時間 

老化の理解 高齢化に伴うこころとからだの変化と日常、高齢者と健康 8時間 

認知症の理解 
認知症を取り巻く状況、医学的側面から見た認知症の基礎と健康管理、認知症に伴うここ

ろとからだの変化と日常生活、家族への支援 
9時間 

障害の理解 
障害の基礎的理解、障害の医学的側面、生活障害、心理・行動の特徴、 

かかわり支援等の基礎的知識、家族の心理、かかわり支援の理解 
4時間 

こころとからだのしくみと生活支

援技術（基本知識） 

介護の基本的な考え方、介護に関するこころのしくみの基礎的理解、介護に関するからだ

のしくみの基礎的理解、技術演習の留意点 
12時間 

振り返り（知識） 振り返り、就業への備えと研修終了後における継続的な研修 3時間 

修了試験 課程全体の知識習得度に関する修了評価および解答解説 3時間 

同行援護従業者養成研修  

（一般課程・知識） 

視覚障害者（児）福祉の制度とサービス、同行援護の制度と従業者の業務、障害・疾病の

理解①、障害者(児)の心理①、情報支援と情報提供、代筆・代読の基礎知識、同行援護

の基礎知識 

27時間 

同行援護従業者養成研修  

（応用課程・知識） 
障害・疾病の理解②、障害者（児）の心理② 9時間 
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こころとからだのしくみと生活支

援技術（生活支援技術） 

生活と家事、快適な居住環境と介護、こころとからだのしくみと自立に向けた介護（整容、

移動・移乗、食事、入浴・清潔保持、排泄、睡眠）、終末期介護 
84時間 

こころとからだのしくみと生活支

援技術（生活支援技術演習） 
介護課程の基礎的理解、総合生活支援技術演習 18時間 

レクリェーション演習 レクリェーションの必要性と方法 6時間 

コミュニケーション演習 高齢者とのコミュニケーション演習、コミュニケーションツールの作成 12時間 

振り返り（演習） 介護模擬演習 3時間 

同行援護従業者養成研修  

（一般課程・演習） 
基本技能、場面別応用技能 9時間 

同行援護従業者養成研修  

（応用課程・演習） 
場面別基本技能、交通機関の利用、場面別応用技能 18時間 

  職場見学 

職場体験 

職業人講話 

介護施設・介護事業所の見学（１日） 

介護施設・介護事業所での体験（２日） 

介護従事者より、介護現場の状況・求められる人材についての講話 

21時間 

 訓練時間総合計 312時間 （学科 141時間  実技 150時間 職場体験等 21時間） 


